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【目的】 

父親の育児・家事行動を促進することは，少子化社会対策の重点課題の 1 つである。特に 

生後 1 か月は母親の育児不安が最も高まり，手助けが必要なため，この時期までに父親の 

育児・家事行動を促進することが重要である。しかし，父親への育児支援として普及して 

いる既存の指導プログラムは，産前に実施されることが多く，主な目的は妊娠期や分娩期の 

母親の支援であるため，父親が求める育児知識や育児技術の指導は不足している。そこで 

本研究は，生後 1 か月までの父親の育児・家事行動を促進する指導プログラムを開発する 

ことを目的とした。 

【方法】 

 指導プログラムは Chinmanのプログラム開発の手順に則って作成した。指導プログラムの

概念枠組みは，動機と負担に働きかけて行動変容を促す宗像のシーソーモデルを基に構築 

した。指導プログラムの構成は，父親が育児や家事をする意義の解説 10 分，育児知識の 

提供 15分，育児技術の演習 30分とした。次に，指導プログラムの有効性を検証するために 

ランダム化比較試験を行った。期間は 2012 年 8 月から 2013 年 4 月である。介入時期は， 

子どもの出生後 1 日から 5 日とした。対象は，地域の産科医療の中核施設である A 病院の 

産前学級に参加した初めて子どもをもつ父親で，介入群 24名，対照群 24名である。介入前 

調査は妊娠 31週から 37週の間に行い，介入後調査は母子の退院 1週間後と退院 1か月後に

行った。主アウトカムは父親の育児時間，家事時間，母親への情緒的支援である。副アウト

カムは性役割観，育児役割の受容，家事役割の受容，母親への情緒的支援役割の受容，父親

になることによる発達，育児への関心，育児能力の自信，育児負担感である。分析は二要因 

反復測定分散分析と多重比較を行った。本研究は所属機関と調査施設の倫理委員会による 

承認を得た。 

【結果と考察】 

家事時間は 2 群間で有意差があり，介入群は介入前後で時間数が有意に増加した。育児 

時間は介入による有意な変化はなかった。介入群の退院 1か月後の育児・家事時間は 2時間 

42分で内閣府の目標値 2時間 30分を越えた。また，家事役割の受容と育児能力の自信は，

介入群で有意に上昇した。 

介入群は，指導プログラムによって父親が家事をする意義や必要性を認識し，育児・家事

行動の動機である家事役割の受容が高まり，育児知識や育児技術を身につけたことで育児・

家事行動の負担である育児能力の自信のなさが軽減し，育児・家事行動が促されたと考える。 

【結論】 

本研究で開発した父親が育児や家事をする意義の解説と父親のニーズを取り入れた育児

知識の提供，育児技術の演習を組み合わせた指導プログラムを，子どもの出生後に実施 

することは，父親の育児・家事行動を促進させることに有用であると考える。 




